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上関海峡温泉 鳩子の湯

上
関
町
基
金
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
　
　
　
案

９
月
定
例
会
は
９
日
か
ら
19
日
ま

で
の
11
日
間
で
開
催
さ
れ
、
議
案
14

件
、
諮
問
１
件
、
認
定
２
件
、
報
告

３
件
、
追
加
議
案
１
件
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

条
　
例
　
の
　
制
　
定
　

質質
疑疑

応応
答答

一
般
会
計
補
正
予
算
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
４
４
３
万
１
０
０

０
円
を
追
加
、
総
額
36
億
７
８
８
６

万
３
０
０
０
円
。
歳
入
に
つ
い
て
は

交
付
税
の
増
額
、
国
庫
補
助
金
の
物

価
高
騰
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

及
び
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の

増
額
。
繰
入
金
は
基
金
の
減
額
、
繰

越
金
は
前
年
度
決
算
に
よ
る
増
額
。

歳
出
に
つ
い
て
は
人
件
費
の
増
減
額

の
計
上
と
前
年
度
繰
越
金
の
決
定
に

伴
う
基
金
へ
の
積
立
金
の
増
額
、
温

泉
施
設
維
持
補
修
積
立
金
、
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
委
託
料
の
増

額
な
ど
。
特
別
会
計
の
８
会
計
は
人

件
費
の
増
減
額
と
前
年
度
繰
越
金
の

増
額
。 主

な

内

容

山
戸
孝
　
議
員

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
財

源
と
し
て
上
関
海
峡
温
泉
施
設
維
持

補
修
基
金
積
立
金
７
８
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
費
用
の
総
額
と
、

積
立
後
の
基
金
の
維
持
で
き
る
年
数

の
見
込
み
は
。

磯
辺
　
産
業
観
光
課
長

　

こ
れ
ま
で
の
費
用
総
額
は
約
14
年

で
修
繕
費
、備
品
購
入
費
、委
託
料
を

含
め
１
億
３
４
０
０
万
円
程
度
。
令

和
８
年
度
に
実
施
予
定
の
大
規
模
改

修
工
事
も
あ
り
、
令
和
13
年
度
ま
で

維
持
で
き
る
見
込
み
。

山
戸
孝
　
議
員

　

そ
の
後
も
ま
た
電
源
立
地
交
付
金

を
充
て
る
の
か
。

坪
金
　
企
画
財
政
課
長

　

一
般
財
源
か
ら
も
こ
の
何
年
か
で

６
０
０
０
万
円
程
度
支
出
し
て
い
る
。

財
源
の
使
用
に
つ
い
て
は
考
慮
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
修
繕
費
な
ど

に
つ
い
て
の
費
用
は
充
て
な
い
わ
け

に
は
い
か
ず
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　

職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
条
例

の
改
正
は
、
育
児
時
間
の
多
様
化
に

係
る
現
行
の
「
１
日
に
つ
き
２
時
間

を
超
え
な
い
範
囲
内
」
の
育
児
時
間

と
、
新
し
い
措
置
と
し
て
「
１
年
に

　

上
関
海
峡
温
泉
施
設
維
持
補
修
基

金
を
新
た
に
積
み
増
や
す
た
め
。

10
日
相
当
時
間
数
の
範
囲
内
」
で
、

１
日
当
た
り
の
上
限
時
間
数
内
で
育

児
時
間
を
取
得
で
き
る
こ
と
も
追
加

と
な
る
。

質質
疑疑

応応
答答

秋
山
鈴
明
　
議
員

　

な
ぜ
一
般
財
源
で
な
く
、
電
源
立

地
地
域
対
策
交
付
金
か
ら
積
む
の
か
。

坪
金
　
企
画
財
政
課
長

　

現
在
の
中
間
貯
蔵
に
関
す
る
交
付

金
は
ソ
フ
ト
事
業
の
み
の
使
用
と
な

っ
て
い
る
が
、
原
子
力
に
関
す
る
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
ハ
ー
ド

事
業
に
も
使
用
で
き
る
の
で
活
用
し

た
。
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老朽化した水道管の工事

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
は
、
堀

田
圭
介
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
は
、
佐
原

正
文
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

質質
疑疑

応応
答答

監
査
報
告

柏
田
真
一
　
議
員

　

教
育
委
員
は
政
治
的
に
中
立
で
あ

る
必
要
が
あ
り
、
今
回
も
再
任
と
な

れ
ば
、
そ
の
点
確
認
し
て
い
る
か
。

萩
原
　
教
育
次
長

　

教
育
委
員
と
し
て
批
判
さ
れ
る
よ

う
な
行
動
は
慎
む
よ
う
伝
え
て
お
り
、

任
期
中
そ
の
よ
う
な
行
動
は
控
え
て

お
ら
れ
た
。

柏
田
真
一
　
議
員

　

再
任
後
は
、
今
一
度
確
認
を
し
、

本
人
に
も
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

西
　
町
長

　

祝
島
地
区
か
ら
の
推
薦
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
か
ら
の
申
し
出
も
あ
り
、

再
任
を
お
願
い
す
る
。

海
下
竜
一
郎
　
議
員

　

任
期
４
年
務
め
て
い
た
だ
け
る
か

確
認
し
て
い
る
の
か
。

萩
原
　
教
育
次
長

　

任
期
４
年
で
お
願
い
し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
歳
入
決
算
額
は
36
億

４
１
８
９
万
６
８
４
８
円
。
歳
出
決

算
額
は
34
億
５
９
３
７
万
７
４
９
０

円
。
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

は
６
０
４
万
８
７
０
４
円
で
、
差
引

実
質
収
支
額
１
億
７
６
４
７
万
６
５

４
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
９
会
計
の
歳
入
決
算
額
は

15
億
４
７
４
９
万
５
３
５
０
円
。
歳

出
決
算
額
は
15
億
１
９
５
４
万
１
５

５
円
。
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き

財
源
は
０
円
。
差
引
実
質
収
支
額

２
７
９
５
万
５
１
９
５
円
を
翌
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
今
後
、
人
口

減
少
が
進
み
財
政
状
況
が
悪
化
し
て

い
く
中
で
、
財
源
確
保
が
最
優
先
課

題
で
す
。
議
会
と
執
行
部
が
真
摯
に

向
き
合
い
、
真
剣
に
財
源
確
保
に
取

り
組
む
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

監
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

堀田　圭介　氏

佐原　正文　氏

認　
　

定

　

令
和
６
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計

及
び
水
道
事
業
会
計
共
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

海下竜一郎

監査委員
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祝島小学校

報　

告

報　

告

質質
疑疑

質質
疑疑

応応
答答

応応
答答

追 

加 

議 

案

清
水
康
博
　
議
員

　

な
ご
み
の
年
度
ご
と
の
改
修
費
は

載
っ
て
な
い
認
識
で
よ
い
か
。

礒
辺
　
産
業
観
光
課
長

　

町
が
支
出
し
て
い
る
修
繕
費
は
な

ご
み
の
会
計
に
含
ま
れ
な
い
。

西
　
町
長

　

大
改
修
で
経
費
は
か
か
る
が
波
及

効
果
も
出
て
く
る
。
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

◆�

追
加
議
案
第
１
号

　

教
育
費
に
つ
い
て
、
予
備
費
６
１

９
万
４
０
０
０
円
を
減
額
し
祝
島
小

学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
建
設
は
質
疑

の
後
、
可
決
さ
れ
た
。

海
下
竜
一
郎
　
議
員

　

補
正
予
算
を
組
む
経
緯
と
今
後
、

配
分
は
適
切
な
判
断
を
お
願
い
す
る
。

坪
金
　
企
画
財
政
課
長

　

時
期
的
に
難
し
く
一
般
財
源
で
対

応
し
た
。

秋
山
鈴
明
　
議
員

　

児
童
生
徒
が
増
え
る
予
算
建
て
と

解
釈
し
て
い
る
が
。

萩
原
　
教
育
次
長

　

今
後
の
入
学
予
定
の
児
童
数
で
検

討
。

第
２
回
臨
時
会

　

一
般
財
団
法
人
な
ご
み
の
経
営
状

況
の
報
告
。

　

上
関
町
航
運
有
限
会
社
の
事
業
計

画
お
よ
び
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
。

　

８
月
１
日
に
臨
時
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

工
事
請
負
契
約

か
み
の
せ
き
ハ
イ
ツ
浄
化
槽
設
備
更

新
工
事

契
約
金
額　
　

５
２
６
９
万
円

契
約
の
相
手　

㈱
河
本
土
木
建
設

　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　

河
本　

将
志

小
学
校
の
児
童
数
の
推
移
、
こ
の
事

業
の
維
持
運
営
費
は
。

萩
原
　
教
育
次
長

　

来
年
度
、
児
童
数
が
増
え
る
た
め

増
設
す
る
。児
童
数
は
来
年
２
人
、10

年
度
２
人
、
11
年
度
１
人
、
12
年
度

１
人
、
13
年
度
１
人
の
予
定
。
施
設

は
５
年
リ
ー
ス
で
解
体
費
含
め
総
額

１
２
０
０
万
円
程
度
と
見
込
ん
で
い

る
。海

下
竜
一
郎
　
議
員

　

児
童
数
の
推
移
で
今
後
町
に
２
校

必
要
な
の
か
疑
問
に
思
う
。

萩
原
　
教
育
次
長

　

今
後
、
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。海

下
竜
一
郎
　
議
員

　

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
も
視
野
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

西
　
町
長

　

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
が
今
回
は
、
こ
の
計
画
で
提

出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

山
村
泰
志
　
議
員

　

今
回
、
一
般
財
源
で
あ
る
が
予
算
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上関分校跡地

９
月
定
例
会

　
　
６
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る
質
問
６
件

●
地
域
猫
活
動
の
条
例
は

●
民
の
力
を
引
き
出
す
取
り
組
み
を

●
職
員
不
足
時
代
に
お
け
る
行
政
運
営
に
つ
い
て　

な
ど

山村　泰志 議員

中
間
貯
蔵
導
入
に
つ
い
て

中
間
貯
蔵
導
入
に
つ
い
て

再
度
問
う

再
度
問
う

町
の
観
光
振
興
は

町
の
観
光
振
興
は

　

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
町
長
は

今
後
、
ど
の
よ
う
に
住
民
理
解
を
得

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
議
会
や
住
民

説
明
会
で
議
論
を
尽
く
し
た
後
、
最

終
的
に
は
立
地
に
つ
い
て
町
長
が
総

合
的
に
判
断
す
る
の
か
。
立
地
し
て

も
よ
い
と
町
長
が
判
断
す
れ
ば
、
町

　

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
花
咲

く
海
の
ま
ち
上
関
」
を
更
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
定
住
人
口
の
減
少
を
交

流
人
口
の
増
加
で
補
完
す
る
と
の

考
え
か
ら
シ
ン
ボ
ル
パ
ー
ク
と
し
て

御
茶
屋
花
木
公
園
の
整
備
を
検
討
し

て
は
い
か
が
か
。
観
光
振
興
を
通
じ

た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

私
は
協
議
・
検
討
の
場
と
し
て
シ
ン

ボ
ル
パ
ー
ク
整
備
検
討
委
員
会
の
設

置
を
願
っ
て
お
り
、
ま
た
、
当
事
業

の
財
源
と
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
交
付
金
が
活
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

最
終
的
な
判
断
は
議
会
を
尊
重
し
て

町
長
が
判
断
す
べ
き
と
考
え
る

観
光
振
興
に
よ
る
土
地
利
用
は
、

住
民
の
合
意
形
成
が
必
要

質
問

質
問

　
８
月
29
日
に
、
中
国
電
力
か
ら
、

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
立
地

可
能
性
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、「
立

地
は
可
能
で
あ
る
」
と
の
報
告
を
受

け
た
。
今
回
の
報
告
は
、
あ
く
ま
で

も
立
地
可
能
性
調
査
の
結
果
で
あ
り
、

具
体
的
な
事
業
計
画
は
こ
れ
か
ら
に

な
る
。
ま
ず
は
、
執
行
部
や
議
会
に

お
い
て
、
し
っ
か
り
と
内
容
を
確
認

し
、
把
握
す
る
こ
と
が
先
決
だ
。
そ

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
住

民
が
一
つ
に
な
っ
て
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
多

く
の
町
民
が
中
間
貯
蔵
施
設
を
望
ん

で
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

　
御
茶
屋
の
場
所
は
、
上
関
分
校
跡

地
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
シ
ン
ボ
ル
パ

ー
ク
と
し
て
花
木
公
園
を
整
備
し
て

は
と
い
う
提
案
だ
と
思
う
。
定
住
人

口
の
減
少
が
続
く
中
で
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
は
、

重
要
な
政
策
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

整
備
に
つ
い
て
は
、
規
模
や
整
備
内

容
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、

分
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
の
利
用
案
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

住
民
意
見
の
集
約
や
合
意
形
成
が
必

要
と
な
る
。
検
討
委
員
会
の
設
置
は
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

し
て
、
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
だ
が
、

事
業
計
画
が
提
出
さ
れ
れ
ば
、
最
終

的
な
判
断
は
議
会
を
尊
重
し
町
長
が

判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。
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ボーリング調査地点（提供　中国電力）

上関町航空図

中
間
貯
蔵
施
設
を
め
ぐ
る

中
間
貯
蔵
施
設
を
め
ぐ
る

町
の
今
後
の
動
き
は

町
の
今
後
の
動
き
は

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に

係
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

係
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

８
月
29
日
に
中
国
電
力
か
ら
上
関

町
へ
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
か
か

る
立
地
可
能
性
調
査
の
結
果
の
報
告

が
あ
り
「
立
地
は
可
能
で
あ
る
」
と

い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
町
と
し
て
、

①
「
報
告
書
を
精
査
し
て
い
く
」
と

言
わ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
う
精
査

さ
れ
る
の
か
。
②
今
後
、
開
か
れ
る

で
あ
ろ
う
住
民
説
明
会
の
開
催
時
期

や
場
所
、
回
数
な
ど
、
現
段
階
で
の

構
想
は
。
③
説
明
会
は
地
域
振
興
策

を
中
国
電
力
へ
依
頼
し
た
町
長
が
先

頭
に
立
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

　

今
回
の
調
査
は
、
立
地
の
支
障
と

な
る
技
術
的
に
対
応
で
き
な
い
問
題

の
有
無
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
判
断

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

町
民
ま
た
は
町
議
会
と
し
て
、
施
設

の
受
け
入
れ
を
判
断
す
る
に
あ
た
り

具
体
的
な
施
設
の
設
置
計
画
な
ど
を

基
に
、
安
全
性
の
確
認
・
経
済
的
な

メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
、
幅
広
い
建
設
的

な
議
論
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
る

と
思
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
町
と
し

て
中
国
電
力
に
対
し
て
早
期
に
事
業

計
画
を
提
示
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

誠
意
を
持
っ
て
説
明
を

行
う

ま
ず
は
、
こ
の
調
査
結
果

の
説
明
が
先
決
と
考
え
る

質
問

質
問

　
①
中
国
電
力
か
ら
、
提
出
さ
れ
た

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
調
査
項

目
の
適
切
性
な
ど
、
報
告
書
の
調
査

が
適
切
で
あ
る
根
拠
を
確
認
し
、
新

た
な
疑
問
点
な
ど
が
あ
れ
ば
説
明
を

も
と
め
て
い
く
。
②
現
時
点
で
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
示
さ
れ
る

事
業
計
画
の
内
容
を
受
け
て
、
国
や

事
業
者
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
す

る
。
③
新
た
な
振
興
策
を
求
め
た
経

緯
が
あ
り
、
住
民
の
皆
様
に
、
誠
意

を
も
っ
て
説
明
を
行
い
、
ご
意
見
や

不
安
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
い
。

　
中
国
電
力
か
ら
、
使
用
済
燃
料
中

間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
立
地
可
能
性

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
「
立
地
は
可

能
で
あ
る
」
と
の
報
告
を
受
け
た
。

こ
の
結
果
は
、
今
後
の
進
捗
を
左
右

す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。「
中
国

電
力
に
対
し
、
早
期
に
事
業
計
画
の

提
示
を
求
め
る
べ
き
」
と
の
こ
と
だ

が
、
ま
ず
は
、
こ
の
調
査
結
果
の
内

容
を
、
町
執
行
部
や
議
会
、
住
民
等

に
対
し
、
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
考
え

る
。
事
業
者
に
は
地
元
が
理
解
と
判

断
を
行
う
た
め
の
情
報
提
示
の
要
請

を
し
て
い
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

清水 康博 議員

古泉　直紀 議員



かみのせき議会だより7 令和7年10月23日　№ 172

上関町人口ピラミッド

　
役
場
に
も
住
民
か
ら
、
猫
の
餌
や

り
苦
情
が
年
に
数
件
あ
る
。
野
良
猫

の
餌
や
り
自
体
は
、
法
律
の
規
制
は

な
い
が
無
責
任
な
餌
や
り
で
周
辺
地

域
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
る
場
合

は
、
原
因
者
に
対
し
、
県
知
事
が
立

入
検
査
・
指
導
・
勧
告
・
命
令
を
行

う
こ
と
が
出
来
る
。
町
は
、
県
の
行

為
に
協
力
す
る
立
場
。
ま
ず
は
地
域

が
主
体
と
な
っ
て
猫
の
数
を
こ
れ
以

上
増
や
さ
な
い
活
動
を
お
願
い
す
る
。

町
も
引
き
続
き
不
妊
・
去
勢
手
術
の

助
成
を
行
う
と
共
に
、
当
該
活
動
に

関
し
て
町
民
に
国
・
県
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
の
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
原
子
力
発
電
所
建
設
計
画
が
進
ま

な
い
現
状
の
中
、
た
だ
待
っ
て
い
る

だ
け
で
は
町
が
立
ち
行
か
な
く
な
る

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

6 75432101234567 0
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資料：総務省「住民基本台帳」（令和６年１月１日時点）

地
域
猫
活
動
の
条
例
は

地
域
猫
活
動
の
条
例
は

町
の
将
来
と
企
業
誘
致

町
の
将
来
と
企
業
誘
致

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
餌

や
り
、
糞
尿
な
ど
の
苦
情
を
耳
に
す

る
が
、
今
後
、
猫
を
巡
る
問
題
に　

よ
る
住
民
ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
「
地
域
猫
」

と
し
て
猫
嫌
い
な
人
な
ど
に
も
あ
る

程
度
許
容
し
て
も
ら
う
た
め
、
町
は

実
施
済
の
猫
の
避
妊
、
去
勢
手
術
代

金
の
助
成
に
加
え
、
猫
に
関
す
る
条

例
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
少
し
で
も
長

く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
猫
に
関
す

る
条
例
の
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
。

　

本
町
が
誕
生
し
て
67
年
が
経
過
す

る
が
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

み
税
収
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
中
、

原
子
力
財
源
が
様
々
な
町
事
業
に
活

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
猫
の
数
を

増
や
さ
な
い
活
動
を
お
願
い
す
る

中
間
貯
蔵
施
設
は
重
要
な
施
策

質
問

質
問

柏田　真一 議員

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
今
回
の
中

間
貯
蔵
施
設
の
設
置
計
画
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
、
地
域
産

業
の
衰
退
、
そ
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
、
こ
れ
ら
を
改
善
し
て
い
く
た
め

の
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
こ
の
中
間

貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
「
早
急
に
進
め

て
い
く
べ
き
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
「
立
地
可
能
」
と
い
う

調
査
結
果
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の

調
査
結
果
を
確
認
・
精
査
し
、
住
民

の
皆
様
に
も
し
っ
か
り
と
説
明
し
、

ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

用
さ
れ
て
い
る
お
か
げ
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
原
子
力
発
電
所
計
画
が
浮
上

し
て
43
年
が
経
過
す
る
が
、
こ
の
間

に
原
子
力
関
連
施
設
以
外
の
地
域
振

興
策
や
財
源
確
保
策
は
出
て
い
な
い
。

今
後
も
町
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

施
策
と
し
て
、
原
子
力
発
電
所
や
中

間
貯
蔵
施
設
の
建
設
以
外
の
施
策
が

あ
る
と
考
え
る
か
。
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①
中
国
電
力
に
よ
る
立
地
可
能
性

調
査
の
報
告
と
同
日
に
、
関
西
電
力

が
福
井
県
に
対
し
「
２
０
３
５
年
末

に
は
使
用
済
み
核
燃
料
を
県
外
の
中

間
貯
蔵
施
設
に
搬
出
す
る
」
と
い
う

上
関
町
で
の
建
設
が
決
ま
っ
た
か
の

よ
う
な
報
告
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

確
認
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
②

関
西
電
力
と
の
協
議
な
ど
は
あ
っ
た

か
。
③
「
関
西
の
核
の
ゴ
ミ
が
や
っ

て
く
る
」
こ
と
の
町
長
の
受
け
止
め

は
。
④
核
の
ゴ
ミ
の
永
久
貯
蔵
の
危

険
性
を
は
ら
む
中
間
貯
蔵
施
設
計
画

の
事
業
者
と
し
て
、
関
西
電
力
は
信

頼
に
値
す
る
企
業
か
。

関
西
電
力
の
役
割
も
示
さ
れ
て
い
な
い

現
状
の
た
め
、申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い

質
問

質
問

　
民
の
力
を
引
き
出
し
、
町
を
良
い

方
向
に
向
け
て
い
き
た
い
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
同
じ
思
い
。
①
住
民
主

体
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催

し
、
意
見
集
約
さ
れ
た
も
の
を
町
に

提
言
す
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
役
場
内
で
協

議
・
検
討
し
、
実
現
可
能
な
も
の
は

事
業
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
で
住
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
感
し
て
も

ら
え
る
の
で
は
。
②
そ
う
し
た
仕
組

み
や
組
織
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
職
員
数
の
減

少
や
事
務
量
の
増
大
の
中
で
シ
ス
テ

ム
構
築
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
も

実
現
に
向
け
協
議
検
討
し
て
い
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

そ
の
点
に
つ
い
て
は
同
じ

思
い

　

こ
れ
ま
で
原
発
計
画
関
連
の
交
付

金
な
ど
１
１
０
億
円
以
上
が
町
の
財

政
に
入
っ
て
き
た
が
、
人
口
減
少
、

高
齢
化
は
極
端
に
進
ん
で
い
る
。
町

に
は
財
源
と
は
別
に
足
り
な
い
も
の

が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
民
の
力
を
引

き
出
し
育
て
る
取
り
組
み
で
は
な
い

か
。
①
「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
住
民
が
実
感
す
る
こ
と
が
、
町
全民主体で運営されている

上関海峡ゆうやけマラソン大会

山戸　孝 議員

体
の
民
の
力
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ

な
が
る
。
今
後
の
町
を
担
っ
て
い
く

世
代
の
声
を
施
策
や
事
業
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
な
制
度
や
場
の
設
置
が
あ

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
②
元
気

な
高
齢
者
の
地
域
貢
献
や
活
躍
の
場

と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

よ
う
な
仕
組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。

民
の
力
を
引
き
出
す

民
の
力
を
引
き
出
す

取
り
組
み
を

取
り
組
み
を

あ
ら
た
め
て
問
う

あ
ら
た
め
て
問
う

関
西
電
力
は
信
頼
に
値
す
る
企
業
か

関
西
電
力
は
信
頼
に
値
す
る
企
業
か

①
搬
出
先
が
上
関
町
を
指
す
と
い

う
明
確
な
情
報
は
無
く
、
現
状
で
は

関
西
電
力
の
方
針
に
コ
メ
ン
ト
す
る

立
場
に
な
い
。
②
面
談
や
協
議
は
行

っ
て
い
な
い
。
③
町
内
及
び
周
辺
自

治
体
住
民
に
不
安
の
声
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
国
や
事
業
者
に

丁
寧
な
理
解
活
動
を
行
う
よ
う
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。
な
お
中
間
貯

蔵
施
設
に
搬
入
さ
れ
る
の
は
再
生
可

能
な
使
用
済
燃
料
で
あ
り
、
核
の
ゴ

ミ
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
④
事
業
計
画
も
関
西
電
力
の

役
割
も
示
さ
れ
て
い
な
い
現
状
の
た

め
、
特
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。
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城山歴史公園桜まつりの理想的な形は

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

町
長
の
中
立
的
見
解
は

町
長
の
中
立
的
見
解
は

　

町
長
は
情
報
を
住
民
に
広
く
伝
え

る
責
任
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
中
間

貯
蔵
施
設
誘
致
に
つ
い
て
「
自
分
は

中
立
で
あ
る
」
と
町
長
は
い
う
が
、

中
立
と
言
う
な
ら
ば
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
客
観
的
に
提

示
で
き
る
は
ず
。
メ
リ
ッ
ト
は
税
収

増
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
む
つ
市
議
会
議

長
が
報
道
で
コ
メ
ン
ト
し
た
よ
う
に

「
移
住
定
住
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
」
と
い
う
こ
と
か
。
メ
リ
ッ

ト
だ
け
を
み
て
デ
メ
リ
ッ
ト
に
蓋
を

す
る
よ
う
な
こ
と
は
危
険
な
政
策
判

断
に
な
る
。
改
め
て
町
長
の
見
解
は
。

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
差
し
控
え
る

質
問

質
問

　
私
自
身
が
「
中
立
的
立
場
で
あ
る
」

と
申
し
上
げ
た
の
は
、
現
段
階
で
一

方
的
に
賛
成
・
反
対
の
立
場
を
と
る

の
で
は
な
く
、
町
民
の
皆
様
が
将
来

を
主
体
的
に
考
え
る
た
め
の
材
料
を

公
正
に
整
理
し
、
冷
静
か
つ
客
観
的

に
議
論
を
進
め
て
い
く
責
任
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
。
町
の
主
役
は

住
民
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
し

っ
か
り
と
聞
い
て
、
議
会
の
意
見
も

聞
き
、
判
断
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　
職
員
の
新
規
採
用
者
も
減
少
し
て

お
り
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
、
職

員
の
負
担
に
繋
が
っ
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
運
営
に
関
し
て
は
、
住
民
や
民

間
団
体
が
主
体
的
な
運
営
を
行
い
、

行
政
が
補
助
す
る
型
が
理
想
だ
と
思

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
町
に
お
い

て
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し

く
、
住
民
主
体
型
に
変
え
る
の
は
難

し
い
。
そ
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
効

率
化
や
業
務
委
託
な
ど
、
民
間
の
力

を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
職

員
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

職
員
不
足
時
代
の
行
政
運
営

職
員
不
足
時
代
の
行
政
運
営

に
つ
い
て

に
つ
い
て

理
想
は
、
住
民
や
民
間
団
体
が

運
営
を
行
い
、
行
政
は
補
助

　

全
国
的
に
人
手
不
足
が
深
刻
で
あ

る
な
か
、
自
治
体
も
例
外
で
は
な
い
。

お
金
で
は
な
く
人
が
い
な
く
て
行
政

が
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
い
う
恐
れ

秋山 鈴明 議員

が
増
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
日
本

全
体
で
人
口
減
が
進
む
な
か
で
、
単

な
る
待
遇
改
善
や
採
用
活
動
強
化
だ

け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

業
務
の
抜
本
的
な
見
直
し
の
必
要
が

あ
る
。
そ
ん
な
な
か
職
員
を
桜
ま
つ

り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
大
量
動
員

し
な
い
と
い
け
な
い
状
況
を
ど
う
評

価
す
る
か
。
理
想
の
形
や
そ
れ
に
向

け
て
の
改
善
策
は
あ
る
か
。

に
つ
い
て
こ
の
場
で
申
し
上
げ
る
こ

と
は
差
し
控
え
る
。
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総務関係総務関係

総 務 文 教 常 任 委 員 会総 務 文 教 常 任 委 員 会

 �企業版ふるさと納税業務委託料で、66 万と
あるが。
 �企業版ふるさと納税のマッチングをする
業者に上関町の資料を提出し、営業しても
らう。企業から実際に納税（寄附）があっ
た場合、成功報酬として納税額の 20％を
支払う。

 �現状の空き家バンクの登録希望者、登録さ
れた物件の利用希望者は。
 �物件登録希望者は年々増えている。不動産
協会と協定を結んでおり、状態の良い物件
も年々増えている。物件の利用希望者に関
しては、例年通りだが、月に数件問い合わ
せがある。

文教関係文教関係

 �パソコン購入に 64 万円とあるが。
 �上関小学校 2 人、祝島小学校 1 人教員が
増員となり、3 台不足しているため。

 �祝島小学校のプレハブ工事について教え
てほしい。
 �校舎建設の事業費は約 610 万円。

 �親子留学の応募状況は。
 �3 日間の留学が１件。
 �留学時に住む家の問題は。
 �関係各所と連絡を取りながら、対応。

 �ゆうやけマラソンの対応は。
 �町、教育委員会ともに後援の立場。教育委
員会の施設の使用料の免除や備品の貸し
出し、職員のボランティア募集を行ってい
る。

 �水軍太鼓の発表の機会が少ないのでは。
 �学校と調整する。

企業版ふるさと納税業務委託料とは

親子留学の件

上関水軍太鼓について

ゆうやけマラソンについて

空き家バンクについて

備品購入について

祝島小学校プレハブ校舎建設工事について

上関水軍太鼓（水軍まつり）

関連

要望要望 �8 月 19 日に、小中学校、保護者、学校
運営協議会と危機管理の専門家で通学
路の安全点検を行った。その時、町内で
子供の声が聞けてうれしかったとの声
を受けた。これからも子供が地域に出て
いくことが必要だと思う。また、昨年か
ら上関大橋音頭を再び運動会で踊るよ
うになった。保護者や地域の方と一緒に
踊ることで郷土愛をはぐくむ教育の一
環になるので、今後も続けてほしい。
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 �オンライン診療について議論を進めても
よいのではないか。
 �祝島診療所については現在も状況に応じ
てオンライン診療をしている。町全体の医
療体制について先々はオンライン診療へ
の切り替えや診療日を増やすことなども
今後ありうるかもしれないが、現時点では
オンライン診療導入は考えていない。
 �新診療所の進展はどうなっているか。
 �特に進捗は無い。
 �町の医療の全体像の議論をするためにも
海のまち診療所に関して経営シミュレー
ションをやるべきでは。
 �そういった部分も今後、人口減等全体を見
て考えていかないといけないと思う。

 �上関海峡温泉の浴槽の漏水対策工事の状
況は。
 �設計は 12 月末までにはできる。修繕工事
は来年度の事業になる。
 �上関海峡温泉施設維持補修基金に 7800 万
円積み立てるのは来年度の大規模改修を
踏まえてか。
 �来年度の工事の補修費用が必要だが、温泉
施設修繕のための基金残高は 1300 万円
のため新たに積み増しとするもの。

 �町の地域農業計画が策定されているが、農
地中間管理機構の活用をうたっている。運
用状況は。
 �農地中間管理機構は平成 24 年に県から農
林振興公社を指定して運用している。メリ
ットとしては借主は土地の賃料を管理機
構に払い、貸主は管理機構から振り込まれ
るため、集金の手間がなくなる。土地の集
積もやっている。昨年、志田地区で 1 件の
集積をおこなった。3 人の所有者から土地
をお借りして新たに就農される方に貸し
出しを行っている。
 �空き家バンクについては周知されている
が、農地に関してはまだまだだ。もっと農
地の流動化について周知があってもいい。
 �空き家バンクの例でいうと、町で公開して
いる空き家バンクの近隣にある貸し出し
可能な農地について洗い出しを行ってい
る。空き家と一緒に貸し出せるよう検討し
ている。

 �道の駅のレストランが直営から委託にな
った。当初の説明では、委託すると直営に
比べると収入は下がるがコストも下がる
ということだった。収入は確かに減ってい
るが、コストが下がっていないように見え
る。
 �指摘の通り、見込みよりもコストが下がっ
ていない。出向料や修繕料の増もあるが、
現在、経営会議で分析中。精査して取り組
んでいきたい。

町の医療体制、今後どうしていくのか

上関海峡温泉の修繕工事

農地中間管理機構の活用で農地を流動化

道の駅、経営改善を

集積した農地でのイチゴのハウス栽培

産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会

産業関係産業関係

厚生関係厚生関係  �レストランの光熱費や修繕料はどこの負
担か。町か、道の駅か、業者か。
 �光熱費は道の駅、修繕料は町の負担。
 �道の駅について相当な経営改善をやらな
ければいけない。来年度からの取り組みは。
 �仕入単価が高く、なかなか利益が出ない面
がある。コンサルタントからも厳しい指摘
を受けている。スタッフ会議も開くなどし
ているがなかなか改善できない。この場で
ご指摘いただいたことも伝え、改善に取り
組んでいきたい。
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請願 で討論請願 で討論
　

議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
会
に

付
託
し
審
査
の
結
果
、
不
採
択
と
な
っ
た
。
そ
の
報
告
に
対
し
、
本
会

議
で
反
対
の
意
見
が
あ
り
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成

６
人
、
反
対
３
人
の
賛
成
多
数
で
請
願
は
不
採
択
と
な
っ
た
。

委
員
会
報
告

　

８
月
29
日
に
提
出
さ
れ

た
請
願
に
つ
い
て
は
、
議

会
運
営
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
。
９
月
11
日
に
議
会

運
営
委
員
会
を
開
催
し
審

議
の
結
果
、
不
採
択
と
の

結
論
に
な
っ
た
。

山村泰志

委員長

　団体　原発に反対する上関町民の会

　　　　　　　　　代表者氏名　山根　善夫
　　　　　　　　　提出者氏名　岩木　基典
　　　　　　　　　　紹介議員　秋山　鈴明

１　請願の要旨
　２０２６年の議員改選において上関町議会議員の定数を２名削減し
ていただきたい

２　請願の理由
　前回２０２２年の町議会議員選挙の際は、立候補者数と定数が同数で
あったため、無投票でありました。あれから４年が経過することとなり
有権者数が減った以上、前回が無投票であったことを加味すれば、削減
しない理由が見当たらないと考えます。
　昨今、行財政改革として全国的にさまざまな取組が行われております
が、当町においてももれなくその必要性があり、行財政だけでなく当然
町議会自体の踏み込んだ改革も求められています。現に、「定数 10 人は
多いのではないか」という町民の声も多く聞かれるように感じていま
す。町民の声を聞く議会としての判断を期待します。

不　

採　

択
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反 　対

反 　対

賛　成

　

２
０
１
３
年
に
議
員
定
数

を
12
人
か
ら
10
人
に
減
ら
し

た
時
か
ら
人
口
は
約
三
分
の

二
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た

定
例
会
に
お
い
て
一
般
質
問

を
さ
れ
な
い
議
員
、
委
員
会

で
質
問
を
ほ
と
ん
ど
さ
れ
な

い
議
員
も
お
ら
れ
る
。
議
員

定
数
に
つ
い
て
住
民
か
ら

「
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
議
員
も
減
ら
す
べ
き
」

「
議
員
は
何
を
し
て
い
る
の

か
活
動
が
見
え
て
こ
な
い
」

な
ど
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

く
る
。
我
々
議
員
の
報
酬
は

町
の
財
源
で
支
払
わ
れ
て
お

り
、
住
民
か
ら
こ
う
い
っ
た

声
が
上
が
る
以
上
、
定
数
削

減
は
致
し
方
な
い
と
考
え
る
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
全
議
員
で
協
議
を

重
ね
、
上
関
町
に
は
有
人
離

島
も
含
め
て
多
く
の
地
区
が

点
在
し
、
加
え
て
原
子
力
発

電
所
や
中
間
貯
蔵
施
設
と
い

っ
た
大
き
な
課
題
を
抱
え
る

な
ど
町
固
有
の
事
情
が
あ
る

中
で
、
町
民
の
声
を
丁
寧
に

吸
い
上
げ
て
行
政
・
議
会
に

伝
え
る
に
は
現
行
の
10
人
の

議
員
が
必
要
で
あ
る
と
と
も

に
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
地

域
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
活

動
し
て
い
く
と
の
論
議
で
あ

っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今

回
の
請
願
は
、
こ
れ
ま
で
の

議
論
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
お

ら
ず
、
議
員
と
し
て
の
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
る
も
の

と
は
言
え
な
い
た
め
、
不
採

択
に
賛
成
す
る
。

　清水　康博 議員

　

こ
の
度
の
請
願
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
全
議
員
で

議
論
を
し
て
き
た
内
容
で

あ
る
。
陳
情
と
し
て
の
提

出
で
あ
れ
ば
理
解
で
き
る

が
、
紹
介
議
員
が
必
要
な

請
願
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
は
理
解
で
き
な
い
。
議

会
運
営
委
員
会
に
よ
る
不

採
択
の
判
断
は
当
た
り
前

で
あ
り
、
理
解
で
き
る
。

私
は
議
会
運
営
委
員
会
の

不
採
択
と
の
判
断
に
賛
成

す
る
。

　古泉　直紀 議員

　

住
民
意
見
の
反
映
機
会
を

減
ら
す
恐
れ
が
あ
る
、
と
い

う
不
採
択
理
由
だ
が
、
そ
も

そ
も
ほ
と
ん
ど
の
議
員
が

「
議
員
10
人
は
多
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
町
民
の
声

を
聞
い
て
い
る
と
私
は
認
識

し
て
い
る
。
こ
こ
で
議
会
が

議
員
定
数
を
減
ら
さ
な
い
判

断
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
す

で
に
「
議
員
は
多
い
」
と
い

う
町
民
の
声
を
聞
か
な
い
、

住
民
意
見
を
反
映
し
て
い
な

い
矛
盾
し
た
議
会
、
最
初
か

ら
住
民
の
声
を
聞
か
な
い
議

会
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

反
対
す
る
。

　秋山　鈴明 議員

賛　成

　柏田　真一 議員
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常任委員会　行政視察研修報告
　8月 7日から 8日にかけ、総務文教・産業
厚生両常任委員会による視察研修を行いま
した。今回の視察先はオンライン診療など
先進的な医療DXに取り組まれていること
などの点から三重県鳥羽市を選定いたしま
した。
　鳥羽市は人口約 1万 7000 人ですが、有人
離島を有すること、集落が点在しているこ
と、人口減少や高齢化の進むスピードが速
いことなどから、規模こそ違いますが本町
と課題や危機感を共有する自治体と言えま
す。

鳥羽市の医療DXの取り組み
　その鳥羽市において医療DX、特にオンラ
イン診療を導入することになった背景には、
離島をはじめ市内各地に診療所が点在する
ことによる医療効率の悪さ、医師の確保の
難しさ、人口減少による採算の悪化、民間
医療施設の減少などがあります。そのため
令和 2年度から国交省や内閣府の交付金な
どを活用し、
・クラウド型電子カルテの導入
・遠隔診療システムの導入や、機器の購入
・医療MaaS（マース）車両の導入
　（医療MaaS 車両とは…オンライン診療シ
　ステムや医療機器を搭載した車両のこと）
などの取り組みを行っていました。
　現場担当者や診療にあたられている医師
の方とも、予定時間を大幅に超えて盛んに
質疑応答が交わされ、また実際に使用され
ている医療MaaS 車両でのオンライン診療
も体験しました。

その質疑応答のなかで、
・�医療DXの導入により医師一人で対応でき
る地域範囲を広げることができること
・�オンラインのみでの診療はありえず、対面
診療の重要性は変わらないこと
・�経費削減よりも住民の診療機会の充実を目
的とするべきであること
などの現場目線からのものも含めた、様々
なメリット・デメリットを確認できました。

官民一体となった海との共生の取り組み
　水産業については漁業者の後継者不足や
漁獲量の減少など本町と共通の課題があり、
それに対し漁業と観光の連携促進事業や水
産物の加工への支援事業、漁協・農協と協
力したマルシェの開設、海洋教育、藻場の
保全事業など、行政も住民が連携して熱意
を持って取り組まれていることが伝わって
きました。
　この点は「鳥羽市立　海の博物館」も同
様です。民間の有志から始まった取り組み
が国に認められて市立博物館となった経緯
や、鳥羽市の小学生は必ずこの博物館で磯
の観察会を体験するなどの取り組みから、
鳥羽市では官民一体となって海を産業、生
活、文化の場として守るという姿勢を明確
に感じました。

　まさに本町においても同様に、官民一体
となって課題解決に取り組むことが重要で
あることをあらためて認識した視察となっ
たことを報告いたします。

産業厚生常任委員会委員長　山戸　孝

鳥羽市の医療 Ma aS 車両

医療 Ma a S 車両内
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中
国
電
力
は
、
８
月
29
日
、
町
に

「
上
関
地
点
に
お
け
る
使
用
済
燃
料

中
間
貯
蔵
施
設
立
地
可
能
性
調
査
報

告
書
」
を
提
出
し
た
。
そ
れ
を
受
け

町
議
会
も
、
中
国
電
力
に
調
査
結
果

の
説
明
を
求
め
、
９
月
11
日
に
説
明

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
調
査
は
、「
立
地
の
支
障

と
な
る
技
術
的
に
対
応
で
き
な
い
問

題
の
有
無
に
つ
い
て
事
業
者
と
し
て

判
断
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
自
然
現
象
と
社
会

環
境
な
ど
に
つ
い
て
文
献
調
査
や
現

地
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。
中
国
電

力
か
ら
「
立
地
の
支
障
と
な
る
技
術

的
に
対
応
で
き
な
い
問
題
は
な
い
も

の
と
評
価
し
、
立
地
は
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
議
員
か
ら
は
調
査
の

位
置
付
け
や
、
地
盤
等
に
関
す
る
評

価
内
容
、
そ
し
て
建
設
に
向
け
て
今

後
考
え
ら
れ
る
手
続
き
な
ど
幅
広
く

活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

議会活動報告（令和 7 年 6 月 16 日～令和７年 9 月 19 日）

　
中
国
電
力
よ
り

　
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る

  
立
地
可
能
性
調
査
の
結
果
説
明
会

Pick
UP

７
月
17
日

　
～
18
日

７
月
17
日

７
月
16
日

７
月
11
日

７
月
10
日

７
月
８
日

〃 〃
７
月
７
日

〃
７
月
４
日

７
月
３
日

〃 〃
７
月
２
日

７
月
１
日

６
月
26
日

６
月
23
日

６
月
19
日

６
月
17
日

６
月
16
日

月
　
日

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
第
１
回
総
会
（
東
京
都
‥
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

定
期
監
査
（
海
下
）

定
期
監
査
（
海
下
）

県
離
島
振
興
市
町
議
会
議
長
会
第
１
回
臨
時
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

定
期
監
査
（
海
下
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
（
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
）

山
口
県
東
部
幹
線
道
路
要
望
活
動
（
山
口
市
‥
岩
木
）

定
期
監
査
（
海
下
）

定
期
監
査
（
海
下
）

県
離
島
振
興
市
町
議
会
議
長
会
第
１
回
臨
時
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

県
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

柳
井
地
区
広
域
水
道
企
業
団
臨
時
会
（
柳
井
市
‥
山
戸
）

柳
井
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修
会

（
柳
井
市
‥
岩
木
・
山
谷
・
秋
山
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
戸
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
右
田
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
右
田
）

議
会
広
報
委
員
会
（
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

〃
９
月
19
日

９
月
18
日

〃
９
月
16
日

９
月
11
日

９
月
10
日

９
月
９
日

９
月
２
日

８
月
26
日

８
月
22
日

８
月
20
日

８
月
15
日

８
月
７
日

　
～
８
日

〃
８
月
１
日

７
月
28
日

７
月
22
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
古
泉
・
清
水
・
柏
田
・
岩
木
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
山
戸
・
山
村
・
海
下
・
秋
山
・
山
谷
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
村
・
右
田
・
海
下
・
古
泉
・
山
戸
・
岩
木
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

上
関
町
財
政
健
全
化
審
査
（
海
下
）

山
口
県
議
会
議
員
広
報
研
修
会

（
山
口
市
‥
山
谷
・
海
下
・
古
泉
・
右
田
・
山
戸
）

二
十
歳
の
つ
ど
い
（
岩
木
）

常
任
委
員
会
視
察
研
修

（
三
重
県
‥
岩
木
・
山
谷
・
秋
山
・
海
下
・
柏
田
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
戸
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
平
生
町
‥
岩
木
）

第
２
回
臨
時
会
（
全
議
員
）

例
月
出
納
検
査
（
海
下
）

熊
毛
郡
議
会
広
報
協
議
会
総
会
（
田
布
施
町
‥
山
谷
・
海
下
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）
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／
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／
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岩
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熊
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田布施町役場

セントコア（山口市）

ベルゼ（柳井市）

　

９
月
27
日
秋
晴
れ
の
下
、
爽
や
か

な
心
地
よ
い
風
の
中
で
、
小
・
中
学

校
合
同
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
小
中
学
生
に
よ
る
大
玉
転
が

し
や
玉
入
れ
、
中
学
生
に
よ
る
タ
イ

ヤ
奪
い
な
ど
白
熱
の
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
応
援
合
戦
や
小

中
合
同
リ
レ
ー
で
は
応
援
に
も
熱

が
入
り
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
児
童
生
徒

や
保
護
者
、
地
域
の
観
覧
者
が
参
加

し
、
大
輪
の
輪
を
つ
く
り
上
関
大
橋

音
頭
で
締
め
く
く
り
、
心
温
ま
る
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
町
の
活
力
を
感
じ
た

１
日
で
し
た
。

編

集

後

記

委
員
長　

山
谷　

良
数

副
委
員
長　

海
下
竜
一
郎

委　

員　

古
泉　

直
紀

　

〃　
　

右
田
千
賀
子

　

〃　
　

山
戸　
　

孝

議会広報広聴
調査特別委員会

　

7
月
22
日
に
田
布
施
町
役
場
に
お

い
て
、
熊
毛
郡
議
会
広
報
協
議
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
の
選

任
・
令
和
6
年
度
事
業
報
告
並
び
に

予
算
・
視
察
研
修
の
内
容
な
ど
を
協

議
し
ま
し
た
。
郡
内
な
ら
で
は
の
活

発
な
意
見
交
換
が
あ
り
、
有
意
義
な

会
議
に
な
り
ま
し
た
。

　

7
月
1
日
に
、
柳
井
市
の
ベ
ル
ゼ

に
お
い
て
柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
柳
井
市
議
会
人
口
問
題

特
別
委
員
会　

中
川
隆
志
委
員
長
よ

り
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に

山
口
県
の
移
住
促
進
や
関
係
人
口
拡

大
と
題
し
て
、
山
口
県
総
合
企
画
部

中
山
間
・
地
域
振
興
課
主
幹　

神
田

直
子
氏
よ
り
講
演
が
あ
り
、
山
口
県

の
現
状
、
現
在
の
取
り
組
み
な
ど
詳

し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の

議
員
活
動
に
資
す
る
も
の
と
な
り
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

8
月
20
日
、
山
口
セ
ン
ト
コ
ア
に

て
越
地
真
一
郎
氏
に
よ
り
、「
少
し
は

化
け
ま
し
た
か
‼
～
全
国
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
広
報
に
学
ぶ
～
」
と
の
タ
イ
ト

ル
で
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
上
関

町
の
広
報
紙
は
、写
真
の
暗
さ
や
、全

体
的
に
空
白
が
あ
っ
た
方
が
い
い
な

ど
多
く
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
委
員
会
の
質
疑
応
答
を
横
書
き

に
し
た
点
に
つ
い
て
は
読
み
や
す
い

と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は

事
務
局
の
役
割
な
ど
の
パ
ネ
ル
ト
ー

ク
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
に
読
ん

で
い
た
だ
き
、
議
会
に
つ
い
て
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
紙

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
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令
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７
年
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